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昭和49年生まれ。大分県出身。50歳。金沢区富岡東在住。妻と2女の4人家族。平成9年、創価大学法学部卒業。
平成15年、米国・ワイオミング大学大学院 公共政策学 修士課程修了。大手物流会社を経て、平成27年4月、横浜
市会議員に初当選、現在3期目。
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　2015年の市会議員初当選直後から
取り組んできた風呂なし市営住宅の課
題。建替えの前倒し、仮住まいのための
引越し等に係る住民の皆さまの負担軽
減を実現。エレベーターなどのバリアフ
リー機能、断熱窓・LED照明などの環境
性能、浴室・キッチン・洗面の3点給湯も
備えた快適な市営住宅が完成し、いよ
いよ年明けから入居がスタートへ！ 六

浦・瀬ヶ崎住宅も、再生に向けた事業が順調に進捗しています。

・ 2015年   ５月　敷地内へのシャワー室設置の提案など、建築局と対応を協議。
・ 2017年 12月　一般質問で課題を提起。市長より優先的な建替えを検討するとの答弁。
・ 2018年   4月　「市営住宅再生に関する基本的な考え方」を策定し、浴室のない住宅建替えの前倒しを決定。

・ 2023年 　　　瀬戸橋住宅の新築工事に着手
・ 2025年   １月　《新》瀬戸橋住宅 完成

 【年表】10年越しの願いが実現！

▲建築現場を視察（2024年11月11日）

▲浴室・洗面▲キッチン ▲八景島・海の公園を望む絶景▲断熱窓

[フロなし市営住宅の課題が解消]

[居住者の健康、衛生面に大きな課題]
金沢区内には1960年代に建設された風呂のない市営住宅が3カ所（瀬戸橋、六浦、瀬ケ
崎）あり、近隣の銭湯が減り、居住者も高齢化する中で、健康・衛生上の観点から課題と
なっていました。

▲旧瀬戸橋住宅

[引っ越し等の負担・不安軽減にも尽力]
202１年からの解体工事に先立ち、居住者への説明会を実施。その中で、引っ越し費用の
負担、住み慣れた地域を離れる事への不安、戻り入居の際の家賃負担増への懸念などが
寄せられました。こうした点についても建築局と協議を行い、退去と戻りに係る引っ越し費
用を市が負担、近隣の市営住宅に仮住まい先を確保、戻り入居世帯に対する家賃の激変
緩和措置などの対応を行いました。

建替え事業の進捗等を報告▲
（2019年3月、旧瀬戸橋住宅の集会室）

待望の市営《新》瀬戸橋住宅が完成へ！

11月29日（金）~12月19日（木）まで

横浜市会 令和6年 
第4回定例会が開会中

　10月22日、来年度予算要望と合わせて、身近な脅威と迫る「闇バ
イト強盗」への対策として防犯灯・防犯カメラの設置拡大と危険情報
の周知強化を要望。市長からは「町内会から申請のあった防犯灯は
全て年度内に設置する」との方針が示され、260基の追加設置が決
定しました。

これから建替え・解体となる六
浦・瀬ケ崎住宅の皆さまの入居
も決まり、ご相談を頂いてから
ちょうど10年を経て、フロなし市
営住宅の課題を解消することが
できました。

治安対策強化へ緊急要望！
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市民の皆さまと共に短信 市民の皆さまと共に短信 災害への備えと心構えと

11月23日～ 28日まで、能
見台地区センターで金沢区
民公募展を開催。私も金沢
区美術協会のメンバーとし
て水彩画を作成・出展しま
した。

11月16日、地元消防団
として、富岡小学校で開
催された防災フェスタ
で、各種防災指導を実
施。多くの地元町内会の
皆さまが参加し、救命・
煙・放水・給水などを体
験しました。

金沢区に新たな文化の祭典
10月27日、金沢芸術
連盟が発足し第一回
の公演を開催。日本
舞踊、新舞踊、民謡、
歌謡など、区内の名だ

たる団体の皆さまが一同に会して盛大に！私も皆さまの活動
を支援しています。

子どもたちを見守る目
11月10日、「社会を明るくする運動
六浦東地区大会」に出席。講師によ
る講演、絵本の朗読、音楽演奏と充
実した内容、熱心に耳を傾ける地域
ボランティアの皆さまの真摯な姿に感銘を受けました。

心豊かに美術に親しむ

教育環境の充実へ、現場調査・政策研究

　10月28日、「チーム担任制」を導入した鹿児島市立城西中学校の取組みを視
察。生徒への重層的なサポートにつながる一方で、教育不足が展開のネックになっ
ている事、教員の資質や人数、生徒の状態に応じて柔軟に運用されている事など、
先進的な取組みから有意義な学びがありました。

生徒・先生を伸ばす学校運営

　10月30日、熊本県医療的ケア児支援センターを訪問し、県域における総合的支援
体制の構築へ向けた相談対応、人材育成、連絡調整などの取組みを聴取。熊本地震の
経験から災害対策にも力を入れていますが、個別避難計画作成の遅れなど、横浜市と
共通する課題も伺いました。

社会の障壁を無くす障害施策

　GIGAスクール構想の下、全国共通の関心事です。10月29日には
鹿児島県教育委員会の取組みを聴取し、教員相互の情報交換のため
のアプリ運用、離島部の複数校を繋いだ合同授業など、参考になる意
欲的な事例を伺いました。

教育現場でのICT活用促進

　11月18日、横浜市立義務教育学校「緑園学園」を訪問。小中一貫の環境を生かし
た行事運営、「表現、未来デザイン科」という独自課程の提供、ICT環境を活用した
授業形態など先駆的な取組みの中、子どもたち一人ひとりの生き生きとした姿が印
象的でした。

グローバル人材を育てる


